
　
平
素
は
学
園
並
び
に
同
窓
会
活
動
に
格
別
の

ご
支
援
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
先
生
・
満
喜
子
先
生
が
学
童
保
育

プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
九
二
〇
年
に
池
田
町

で
開
設
さ
れ
、清
友
園
幼
稚
園
が
滋
賀
県
知
事
に

正
式
に
認
可
さ
れ
ま
し
た
の
が
一
九
二
二
年
で

し
た
。
三
年
後
の
二
〇
二
二
年
に
は
学
園
創
立

一
〇
〇
周
年
、小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
は
設

立
七
五
年
の
記
念
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
間
、学
園
は
幾
多
の
危
機
、困
難
を
乗
り

越
え
て
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、学
園
施
設
・

教
育
の
内
容
・
質
と
も
に
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
る
世
界
に
誇
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
と
学
園
の
園
庭
は
、卒
業
生
に

は
居
心
地
の
良
い
安
ら
ぎ
の
場
で
あ
り
ま
し
た

し
、今
も
学
び
の
場
、憩
い
の
場
と
し
て
子
ど
も

た
ち
に
安
ら
ぎ
を
与
え
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
と
し
ま
し
て
は
、昨
年
の
８
月
の
総
会

他
９
月
に
は
三
年
に
一
度
の
関
東
支
部
同
窓
会

を
、台
風
二
四
号
接
近
と
い
う
中
で
し
た
が
、開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ヴ
ォ
ー
リ
ズ
先
生

が
設
計
さ
れ
、一
九
一
九
年
に
ご
夫
妻
が
結
婚
式

を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
明
治
学
院
礼
拝
堂
、及
び
日
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ヴォーリズ学園　
同窓会会報

歴
史
を
振
り
返
っ
て筈

井

　昌
彦

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園
同
窓
会
会
長

本
キ
リ
ス
ト
教
団
早
稲
田
教
会
を
訪
問
し
、あ

た
た
か
く
お
受
け
入
れ
を
い
た
だ
く
中
で
会

を
終
え
ま
し
た
。
ま
た
、一
〇
月
二
八
日
の

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
デ
ー
は「
同
窓
会
」が
実
行
委
員
長

と
な
る
年
で「
育
て
よ
う
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
　
ア

ン
ド
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
テ
ー
マ
の
下
、天

候
に
も
恵
ま
れ
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
し

て
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
園
に
今
か
ら
九
〇
年
前
、一
九
二
九
年
に

満
喜
子
先
生
が
清
友
園
幼
稚
園
卒
園
生
等
と
集

わ
れ
て
い
る
写
真
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
園

創
立
時
か
ら
卒
業
生
等
と
常
に
交
流
、親
睦
を

求
め
ら
れ「
人
が
育
つ
」環
境
づ
く
り
に
努
め
ら

れ
た
心
を
次
の
時
代
に
し
っ
か
り
と
バ
ト
ン
を

渡
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、会
員
皆
さ
ま
方
の

今
後
の
益
々
の
ご
健
勝
、ご
多
幸
と
学
園
の
更

な
る
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

発行 ： ヴォーリズ学園同窓会事務局
編集 ： 会報部
　　　（〒５２３-０８５１ 滋賀県近江八幡市市井町１７７学校法人ヴォーリズ学園内）
印刷 ： 株式会社ヤマプラ

国際交流 記念コンサート

学園同窓会ホームページに広告を載せませんか？　職種は
問いません。コンビニや駅売店などに置いてあるフリー
ペーパーに載っているように、多くの人に宣伝を出したい
方、お待ちしています。
　１年間の掲載で６，０００円。半年で３，０００円です。（９月
以降値段を改定しました。）コンサートなど単発のお知らせ
は無料で出します。詳細は、同窓会事務局までおたずねく
ださい。※但し、掲載には一定の審査があります。

　会費納入ありがとうございます。宛名表紙裏の振込用紙
を切り取ってご使用ください。同窓会員の増加に伴って管
理、活動費なども多く必要となっています。ぜひ、同窓会活
動費、母校への応援として会費納入をお願い致します。詳
細につきましては、振込用紙に記しております。よろしくお
願い申し上げます。
　振込はゆうちょ銀行・滋賀銀行で扱っております。滋賀
銀行の場合には手数料が自己負担となりますので、ご承知
ください。

　終身会費 １５，０００円
　年次会費   ３，０００円  但し、５回納入で終身会費に切り替えます。

※振込用紙控えを領収書としております。便宜上、会費納入
　済みの方にも振込用紙を同封しております。ご了承ください。

　クラス、学年、クラブごとなどの同窓会を開催される場
合に同窓会より補助をしています。クラス、学年単位に限
りまして開催案内のためのタックシールを提供していま
す。学園の窓口での申請が必要ですが、遠方の場合は電
話で受け付け、確認次第郵送しています。同窓会開催後、
補助金申請書と共に報告（４００字以内）と写真をお送りく
ださい。同窓会報に掲載させていただきます。

補助金額： 5～9名 3,000円
    10～39名  5,000円
    40名以上  10,000円

申請条件： 
 1.同窓会を行ってから3ヶ月以内の申請であること。
 2.参加人数が1クラスあたり５名以上の規模であること。 
 3.かかった費用が1万円以上であること。
 4.会報に写真と感想文を掲載させていただくこと。
  （ただし、紙面の都合で次回まわしや部分カットをする場合

　　　 があります）

 5.添付書類
  ・会場費等領収証のコピー（費用が１万円以上であるこ

　　　との証明） 

  ・会報に載せる記念スナップ写真１枚および感想文
　　　400字以内（できればデータをCDに入れて提出してく

　　　ださい。いただいた原稿は返却できません。）

  ・開催にあたり連絡した対象者名簿（名簿管理にのみ利

　　　用します）

お問い合わせ：
所定の申請書に詳細を記入後、添付書類とともに、郵送あ
るいは下記の学園事務局へ直接提出してください。

会費納入のお願い同窓会の補助申請

Tel. 0748-32-3444　Fax. 0748-32-3974

〒523-0851 滋賀県近江八幡市市井町177
　　　　　　 ヴォーリズ学園同窓会宛

担当者 ： 堀井 ・ 山中・青木

同窓会事務局 連絡先

同窓会ホームページに広告を載せませんか？

第17回  近江兄弟社中学高等学校
吹奏楽部定期演奏会

ご案内
information

　いつも吹奏楽部の活動を応援いただきありがとうございます。
今年も中学高校の吹奏楽部が合同で演奏会をさせていただくことになりました。今年は新しい試みとし
て、現在第一線で活躍中の若手ナンバー１チューバ奏者をお招きしてソロを吹奏楽と共演していただ
きます。なかなかチューバのソロは聴けないので楽しみです。年度末の慌ただしい時期ですが、1年間
の吹奏楽部の集大成を見届けていただけると幸いです。

日　時　　2019年3月31日(日)   13:00開演（12:30開場）
場　所　　近江八幡市文化会館大ホール　　　入場料　　無料
曲　目　　オペラ座の怪人、塔の上のラプンツェル・メドレー、ディープパープルメドレー他
ゲスト　　北畠真司（オオサカ・シオン・ウインドオーケストラチューバ奏者）
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　中学校では卒業生による「進路授業」が恒例になっています。
　２０１８年度も中学２年生対象にそれぞれの職種の方に、母校に帰って１時間に亘る授業
をしていただきました。中学生は「同じ学校を卒業した人が教えてくれること、大人から社会
での働きを垣間見せてもらうこと」で好評です。また、先生方にも多方面の職種の方からお話
を聞かせてもらうことで良い交流ができています。

　同窓会役員会では、年齢を問わず多くの同窓生の方と出会い、在学中とは違った母校を知ったり、
交友関係が広がったり、楽しい時間が多くあります。
「ヴォーリズ学園（近江兄弟社学園）」の今までの歴史、蓄積により、多方面で活躍されている方、
地域の活動に貢献されている方が多くおられることが、徐々に知らされています。
これからは多くの皆様に「学園」を拠点として多くの同窓生との交流の場を提供していこうと企
画・検討・進行してまいります。

　２０１７年度後期同窓会総会を８月１１日（土・祝）に開催しました。出席は５０名弱でしたが、
今回総会の案内ハガキを出したところ、多くの方から出席または欠席委任が返信されましたの
で、定足数を上回り、無事に議事の収まるところとなりました。
　Ⅱ部の記念公演では、音楽療法士をされている佐藤望さん（高47回）をお招きし、テルミン演
奏者の吉岡利浩さんと共に公演をいただきました。お二方には二度目となる公演の依頼でし
た。優しいピアノの音と不思議なテルミンの音調が相まって、皆さん心が癒やされた素敵な時
間を過ごすことができました。

吉岡 奈那子 さん
（高６１回）
 ヴォーリズ学園 そらの鳥こども園勤務

浅居 笑 さん
（中４８回、高４９回）
 フリーMC司会者

藤江 友紀 さん
（旧姓：松井さん 高５１回）
 消防士

同 

窓
会
総
会

卒  

業
生
の
活
躍

よ  

う
こ
そ
先
輩

　
今
回
は
2
0
1
8
年
4
月
に
近
江
八
幡

市
で『
白
鳥
レ
デ
ィ
ー
ス
内
科
』を
開
院
さ
れ

ま
し
た
田
原
美
喜
さ
ん（
中
学
42
回
、高
校

43
回
）を
紹
介
し
ま
す
。

　
12
月
19
日
、学
園
の
学
園
長
室
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

【 

ど
う
し
て
近
江
兄
弟
社
学
園
へ
？ 

】

　
地
元
の
八
幡
小
学
校
を
卒
業
し
、親
の

勧
め
も
あ
っ
て
家
か
ら
通
学
し
や
す
い
近

江
兄
弟
社
中
学
校
を
選
び
ま
し
た
。近
江

兄
弟
社
中
学
校
は
英
語
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
学
校
で
、国
際
交
流
が
盛
ん
で
い

つ
も
留
学
生
が
身
近
に
い
る
環
境
が
良
か
っ

た
で
す
。

【 

学
園
で
の
思
い
出
は
？ 

】

　
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
で
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン

ト
や
聖
歌
隊
で
の
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
が
思
い
出
に

院長よりひとこと

白鳥レディース内科は、２０１９年４月より
『白鳥内科』に変わります。

今後も● 総合内科診療
● 脳神経内科の専門的診療
● 女性専門内科

を軸に地域の皆様に寄り添い丁寧な診断と治療を
目指してまいります。

どんな些細な事でもご相談ください。

残
っ
て
い
ま
す
。短
期
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

留
学
に
も
行
き
ま
し
た
。姉
妹
都
市
で
あ
る

グ
ラ
ン
ド
ラ
ピ
ッ
ズ
の
高
校
か
ら
の
引
率
の
先

生
が
毎
回
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
れ
、高
校
卒
業

後
は
私
が
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。ご
家
族
の

方
と
の
交
流
は
心
温
ま
る
思
い
出
で
す
。

【 

な
ぜ
医
師
を
目
指
し
た
の
で
す
か
？ 

】

　
小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と
職
種
を
問
わ
ず
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
仕
事
に
就
く
よ

う
に
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。働
く
父
の
背
中

を
見
て
、や
は
り
一
番
身
近
な
父
親
の
職
業

を
選
び
ま
し
た
。

　
学
園
で
の
留
学
で
国
際
文
化
を
学
び
、そ

こ
で
海
外
の
医
療
に
も
興
味
を
持
ち
、医
学

部
５
回
生
の
実
習
で
沖
縄
県
の
米
軍
基
地

の
病
院
を
選
び
ま
し
た
。そ
し
て
、研
修
医

に
な
り
、当
初
は
専
門
科
と
し
て
何
を
専

攻
す
る
か
は
っ
き
り
決
め
て
な
か
っ
た
の
で

す
が
、研
修
医
２
年
目
の
時
、山
本
紘
子
教

授
に
出
会
い
ま
し
た
。山
本
先
生
は
書
籍
・

ド
ラ
マ『
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
』（
１
人
の
若
い
女

性
が
中
学
生
の
時
に
発
症
し
た
難
病
と

闘
っ
た
実
話
）の
主
人
公
の
主
治
医
で
し

た
。当
時
は
ま
だ
女
性
医
師
に
と
っ
て
様
々

な
面
で
厳
し
い
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
先
生
は
３
人
の
子
育
て
を
し
、家
庭

と
医
師
の
職
業
を
両
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
姿
に
尊
敬
の
念
を
抱
き
、自
分
も
そ
ん

な
女
性
医
師
に
憧
れ
脳
神
経
内
科
に
進

み
、現
在
に
至
り
ま
す
。

3 2



同 

窓
会
だ
よ
り

小
学
校
第
４
回（
1
9
5
6
年
3
月
卒
）

中
学
校
第
12
回（
1
9
5
9
年
3
月
卒
）

合
同
同
窓
会
記

２
０
１
８
年
9
月
26
日 

13
時
〜
15
時

J
R
彦
根
駅
前

中
華
料
理 

龍
麟
に
て
11
名
参
加

文
責
　
柴
田 

謙

　
横
浜
か
ら
家
森
明
夫
君
が
彦
根
に
所

用
が
あ
っ
た
の
で
、
家
森
君
に
縁
の
あ
る

小
、
中
学
校
の
皆
さ
ん
に
連
絡
し
急
遽

の
開
催
で
し
た
が
11
名
の
参
加
を
得
て
久

し
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
に
皆
心
が
浮
い
て
い

ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
ば
か
り
で
す
が

驚
く
ほ
ど
元
気
者
ば
か
り
で
、
美
味
し

い
中
華
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
、
飲
む
程

に
話
が
は
ず
み
あ
っ
と
い
う
間
の
2
時
間

で
し
た
。
食
後
は
近
く
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョッ

プ
で
時
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
だ
べ
り
夕

刻
解
散
。

　
実
は
今
年
2
月
20
・
21
日
に
凡
そ
こ

の
メ
ン
バ
ー
で
越
前
カ
ニ
ツ
ア
ー
を
企
画
し

越
前
カ
ニ
を
堪
能
す
る
予
定
で
し
た
が
、

出
発
の
数
日
前
に
北
陸
大
豪
雪
で
宿
の

方
か
ら
物
資
の
供
給
路
が
断
た
れ
た
と

の
事
で
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
の
で
、
今
冬
に

同
宿
で
の
越
前
カ
ニ
ツ
ア
ー
を
組
む
こ
と

に
な
り
再
会
を
約
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
3
期
生

（
2
0
1
6
年
3
月
卒
）

2
0
1
8
年
8
月
2
日（
木
）

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ウ
ミ
に
て 

12
名
参
加

招
待
恩
師
氏
名

2
年
次
担
任
　
安
井 

太 

先
生

2
年
次
担
任
　
畑
野 

裕
美 

先
生

3
年
次
担
任
　
眞
弓 

寛
文 

先
生

幹
事
　
中
江
友
美

文
　
冨
田
友
菜

　
今
回
の
同
窓
会
で
卒
業
以
来
、約
2
年

ぶ
り
に
同
窓
生
と
集
ま
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
ん
な
機
会
が
あ
っ
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。普
段
は
な
か
な
か
集
ま
る
こ

と
の
で
き
な
い
同
期
生
と
集
ま
る
機
会
は

と
て
も
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。今

回
は
２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し

た
が
、そ
の
中
で
も
先
生
や
友
達
と
高
校

時
代
の
懐
か
し
い
話
や
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況

を
語
り
合
い
ま
し
た
。普
段
の
忙
し
い
日

常
を
忘
れ
ら
れ
た
の
と
同
時
に
か
け
が
え

の
な
い
仲
間
た
ち
の
大
切
さ
を
再
確
認
で

き
、良
い
思
い
出
と
な
り
そ
う
で
す
。高
校

の
３
年
間
を
共
に
過
ご
し
た
先
生
や
仲
間

と
の
時
間
は
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
て
も
居

心
地
の
良
い
空
間
で
し
た
。ま
た
、同
窓
会

は
そ
れ
程
簡
単
に
は
開
け
る
も
の
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、こ
ん
な
に
早

高
校
第
30
回（
1
9
7
9
年
3
月
卒
）

２
０
１
８
年 

8
月
12
日 

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ウ
ミ
に
て 

32
名
参
加

幹
事
　
中
村
章
範

高
校
第
31
回（
1
9
8
0
年
3
月
卒
）

卒
業
生
同
窓
会 

2
0
1
8

2
0
1
8
年
11
月
23
日 

18
時
〜
20
時 

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
y
es
近
江
八
幡
に
て 

33
名
参
加

幹
事 

中
澤
誠
人

　

我
々
第
31
回
卒
業
生
は
4
年
に
一
度
、

全
ク
ラ
ス
合
同
同
窓
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
年

が
同
窓
会
開
催
年
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
年
は
そ
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
さ
る
11
月
23
日（
金
）に
、グ
リ
ー
ン
ホ
テ

ル
y
es
近
江
八
幡
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
4
ク
ラ
ス
全
員
だ
と
1
2
0
名
程
度
居

る
の
で
す
が
、毎
回
２
割
程
度
の
参
加
で
し

た
。今
回
は
３
割
５
分
を
超
え
る
参
加
者

で
、次
回
の
還
暦
同
窓
会
に
向
け
て
少
し

弾
み
が
つ
い
た
か
と
思
い
ま
す
。今
後
も
連

絡
先
不
明
者
の
掘
り
起
こ
し
や
、同
窓
会

参
加
への
促
し
等
、引
き
続
き
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

今
回
、参
加

い
た
だ
い
た

北
脇
先
生
、

伊
吹
先
生
、

残
念
な
が
ら

体
調
不
良

で
参
加
い
た

だ
け
な
か
っ

た
林
先
生
、

連
絡
の
つ
か

な
か
っ
た
福
田
先
生
に
も
次
回
４
年
後
の

還
暦
同
窓
会
に
は
お
元
気
で
参
加
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

く
み
ん
な
と
再
会
で
き
て
す
ご
く
嬉
し
い

で
す
。そ
し
て
、こ
の
会
を
開
い
て
く
れ
た

幹
事
の
方
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。最
後
に
、今
回
の
同
窓
会

に
は
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
仲

間
た
ち
も
含
め
て
、こ
れ
か
ら
素
晴
ら
し
い

人
生
を
送
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
増
田
克
彦
先
生
、増
田
ひ
と
み
先
生
、藤

田（
中
川
）広
子
先
生
、伊
吹
章
先
生
の
先

生
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、「
女
子
の
顔

は
変
わって（
い
）な
い
け
ど
、男
子
は
ど
う
し

た
ん
。私
た
ち
よ
り（
年
）上
み
た
い
。」と
か

「
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
学
年
だ
っ
た
か
ら
全
員
の

名
前
は
今
で
も
言
え
る
。」等
あ
れ
や
こ
れ

や
と
40
年
前
の
思
い
出
を
楽
し
く
思
い
め
ぐ

ら
す
ひ
と
と
き
で
し
た
。同
級
生
や
先
生
方

の
悲
し
い
お
知
ら
せ
も
あ
り
ま
し
た
が
、私

達
の
中
に
は
今
も
生
き
続
け
て
い
て
く
れ
る

こ
と
を
確
認
し
あ
い
、次
回
ま
た
会
う
こ
と

を
約
束
し
た
32
名
で
し
た
。

　
近
江
兄
弟
社
高
校
第
30
回
卒
業
生
の
同

窓
会
が
、8
月
12
日（
日
）12
時
30
分
よ
り

ホ
テ
ルニュー
オ
ウ
ミ
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。前
回
の
同
窓
会
か
ら
9
年
の
月
日
が
経

ち
、目
の
前
に
還
暦
が
ち
ら
つ
く
よ
う
に
な
っ

た
私
達
の
会
話
は
、孫
や
病
気
や
介
護
の
話

に
な
り
が
ち
で
し
た
が
、宴
も
た
け
な
わ
に

な
って
き
た
と
こ
ろ
で
参
加
者
全
員
の
近
況

報
告
に
な
っ
た
と
た
ん
、心
は
40
年
前
の
高

校
生
の
頃
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、年
も
忘
れ
楽

し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
台
風
２４
号
に
不
安
を
持
ち
つつ
、
９
月
２９

日（
土
）に
４
年
ぶ
り
の
「
関
東
支
部
同
窓
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
天
候
の
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
予
約
か
ら
人
数
が
減
り
、
当
日

は
20
名
の
参
加
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
３

年
後
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
楽
し
み
に
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
次
回
は
天
候
の
こ
と
も
考

え
な
が
ら
、
企
画
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
明
治
学
院
で
は
30
分
の
視
察
許

可
を
得
て
い
た
の
で
す
が
、
当
日
は
学
院
長

を
初
め
３
名
の
方
に
迎
え
て
い
た
だ
き
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
先
生
の
お
話
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
演
奏
な
ど
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。ヴ
ォ
ー
リ

ズ・
満
喜
子
先
生
の
ご
成
婚
か
ら
１
０
０
年
、

そ
の
チ
ャ
ペ
ル
で
同
窓
会
が
開
催
で
き
、
感

慨
深
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
早
稲
田
奉
仕
園
ス
コッ
ト
ホ
ー

ル
で
総
会
を
も
ち
ま
し
た
。
小
学
校
の
鈴
木

泉
先
生
に
よ
る
伴
奏
で
校
歌
や
賛
美
歌
を

歌
い
、
浅
居
正
信
学
園
牧
師
に
よ
る
メッ
セ
ー

ジ
。
そ
の
後
、
会
長
の
挨
拶
、
小
野
春
男

先
生
か
ら
学
園
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

滋
賀
県
東
京
事
務
所
か
ら
関
東
在
住
の
方

の
滋
賀
県
人
会
の
お
知
ら
せ
も
あ
り
ま
し

た
。
最
後
は
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の
バ
イ

キ
ン
グ
で
懇
親
会
。
貴
重
な
一日
を
皆
さ
ん

と
過
ご
し
ま
し
た
。

関
東
支
部
同
窓
会

【
お
詫
び
】前
回
の
第
43
号
の「
高
校
第
11
回
卒
業
生
同
窓
会
」に
お
い
て
、文
章
の
印
刷
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
こ
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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在
校
生
の
活
躍
が
幅
広
く
な
り
、ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
み
で
な
く
、芸
術・文
化・語
学

と
現
在
の
学
園
生
が
多
方
面
に
亘
る
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

国
内
に
お
さ
ま
る
こ
と
な
く
、世
界
に
羽
ば
た
く
在
学
生
を
応
援
し
ま
す
。

吉
野
　
健
太
さ
ん
（
高
校
1
年
生
）

平
成
30
年
度 

近
畿
高
等
学
校

柔
道
新
人
大
会

２
月
２
日 

京
都
市
武
道
セ
ン
タ
ー

中
村
　
知
颯
さ
ん
（
高
校
2
年
生
）

北
田
　
龍
聖
さ
ん
（
高
校
1
年
生
）

會
田
　
望
さ
ん
　
（
高
校
1
年
生
）

平
成
30
年
度 

近
畿
高
等
学
校

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

1
月
26
日
　
兵
庫
県
立
武
道
館

中
村
　
知
颯
さ
ん
（
高
校
2
年
生
）

第
68
回
全
国
高
等
学
校

フ
ィ
ギ
ュア
ス
ケ
ー
ト

競
技
選
手
権
大
会

１
月
24
日
〜
27
日

日
本
ガ
イ
シ
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

ガ
イ
シ
ア
リ
ー
ナ
（
名
古
屋
市
）

在 
校
生
の
活
躍

同 

窓
会
1
年
間
の
流
れ
（
２
０
１
８
年
度
）
　

篠
原
　
葵
さ
ん
（
中
学
1
年
生
）

第
41
回
全
国
J
O
C
ジ
ュニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

春
季
水
泳
競
技
大
会

3
月
27
日
〜
30
日 

東
京
辰
巳
際
水
泳
場

伊
神
　
こ
こ
な
さ
ん
（
中
学
3
年
生
）

前
田
　
陽
祐
さ
ん
　
（
中
学
3
年
生
）

田
中
　
美
優
さ
ん
　
（
中
学
3
年
生
）

大
橋
　
穂
乃
花
さ
ん
（
中
学
2
年
生
）

第
8
回
全
国
中
学
生
英
語

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会（
全
国
3
位
入
賞
）

9
月
23
日 

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

西
嶋
　
雄
太
さ
ん
（
中
学
1
年
生
）

第
25
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

ア
ル
ペ
ン
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

1
月
21
日
〜
22
日 

奥
神
鍋
ス
キ
ー
場
（
兵
庫
県
）

長
谷
川
　
桃
香
さ
ん
（
中
学
3
年
生
）

第
39
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会

フ
ィ
ギ
ュア
ス
ケ
ー
ト

2
月
3
日
〜
5
日

長
野
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト（
長
野
県
）

高
校
男
子
柔
道
部

田
島 

輝
乃
さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）（
高
校
3
年
生
）

フ
ィ
ギ
ュア
ス
ケ
ー
ト
部

第
65
回 

近
畿
高
等
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

11
月
9
日
〜
11
日 

京
都
府
福
知
山
市
三
段
池
公
園
体
育
館

第
71
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

高
等
学
校
選
手
権
大
会（
春
高
バ
レ
ー
）

第
28
回
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

1
月
5
日
〜
13
日 

武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ（
東
京
都
調
布
市
）

第
13
回
全
国
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

in
福
井（
7
年
連
続
8
回
目
）

12
月
15
日
〜
16
日 

福
井
工
業
大
学

12
月
6
日 

か
つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ 

ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
部

吹
奏
楽
部

平
成
30
年
度 

第
42
回
近
畿
高
等
学
校

ハン
ド
ボ
ー
ル
新
人
大
会 

兼 

第
42
回

全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会
近
畿
予
選
会

１
月
25
日
〜
27
日

滋
賀
県
立
体
育
館
（
ウ
カ
ル
ち
ゃ
ん
ア
リ
ー
ナ
）

澤
原 

雅
弥
さ
ん
・
髙
橋 

和
矢
さ
ん

第
33
回 

近
畿
高
等
学
校
新
人
卓
球
大
会

【
男
子
学
校
対
抗
】【
女
子
学
校
対
抗
】

12
月
21
日
〜
22
日 

大
阪
府
立
体
育
館

男
子
ダ
ブ
ル
ス

平
成
30
年
度 
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会（
ｳ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ー
ｶ
ｯ
プ 

2
0
1
8
）

12
月
23
日
〜
29
日 
武
蔵
野
の
森

総
合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ（
東
京
都
調
布
市
）

山
下 

委
杜
さ
ん
・
河
合 

文
悟
さ
ん

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

角
谷 

颯
太
さ
ん

邑
上 

和
也
さ
ん

角
谷 

颯
太
さ
ん
・
大
澤 

孝
輔
さ
ん

ハン
ド
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

卓
球
部

男
子
ダ
ブ
ル
ス

金
清 

勇
人
さ
ん
・
野
村 

昇
生
さ
ん

女
子
ダ
ブ
ル
ス

中
川 

里
奈
さ
ん
・
長
尾 

千
夏
さ
ん

井
之
口 

梨
奈
さ
ん
・
今
居 

小
春
さ
ん

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

金
清 

勇
人
さ
ん

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

中
川 

里
奈
さ
ん

嵒
瀬 

紀
臣
さ
ん

小
杉 

瑛
里
菜
さ
ん

杉
浦 

太
秀
さ
ん

宮
嵜 

康
多
さ
ん

小
澤 

美
佳
子
さ
ん

中学校

高  校

　
同
窓
会
会
則
の
改
正
に
よ
り
任
期
が
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
は
２
０

１
８
年
６
月
１
日
〜
２
０
１
９
年
5
月
31
日

と
な
り
ま
す
。
一
昨
年（
２
０
１
７
年
）か
ら

昨
年（
２
０
１
８
年
）に
お
い
て
は
、同
窓
会

総
会
を
前
期
・
後
期
に
分
け
て「
活
動
報
告
・

会
計
決
算
」な
ど
の
整
理
を
し
ま
し
た
。
２

０
１
９
年
か
ら
は
任
期
の
変
動
も
一
掃
さ
れ
、

同
窓
会
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り「
心
地
よ
い
居

場
所
・
活
動
で
き
る
場
所
」と
な
る
よ
う
に

よ
り
意
欲
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
同
窓
会
役
員
に
な
っ
て
活
動
し
て
み
よ
う
、

と
思
わ
れ
る
方
、興
味
の
あ
る
方
は
、

「
V
o
r
i
e
s     

G
a
k
u
e
n     

A
l
u
m
n
i

（
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園
同
窓
会
H
P
）」の「
お
問
い

合
わ
せ
」の
フ
ォ
ー
ム
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

お
電
話
の
場
合
は「
同
窓
会
事
務
局
」ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
同
窓
会
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
に
、随

時
F
a
c
e
b
o
o
k
に
よ
って
、同
窓
会
・

学
園
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
更
新
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 
忘
年
会
　
１２
月
８
日（
土
）

　『
ホ
テ
ル
ニュー
オ
ウ
ミ
』に
於
い
て
。

　
１
年
間
を
ね
ぎ
ら
っ
て
、楽
し
い「
忘
年

会
」で
す
。
年
に
よ
っ
て
は
、「
新
年
会
」の

時
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
お
忙
し
い
の
で
、

全
員
の
出
席
は
難
し
い
で
す
が
、忘
年
会
な

ど
の
予
定
が
重
な
って
い
る
と「
残
念
な
が
ら

の
欠
席
」と
連
絡
が
き
ま
す
。

● 

卒
業
式
へ
の
出
席

　
役
員
代
表
者
は
各
校
の
卒
業
式
に
来
賓

と
し
て
出
席
し
て
い
ま
す
。
高
校
で
は
同
窓

会
入
会
式
が
行
わ
れ
、そ
の
時
に
卒
業
生
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、小
学
校
、中
学
校
で
は
卒
業

式
で
祝
辞
を
述
べ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
卒
業
式

同
窓
会
入
会
式
　
浅
居
正
信
さ
ん

高
校（
３
月
１
日
）会
長
　
筈
井
昌
彦
さ
ん

中
学
校（
３
月
１３
日
）檜
山
秋
彦
さ
ん

小
学
校（
３
月
１９
日
）増
田
ひ
と
み
さ
ん
　

　２
０
１
８
年
度
卒
業
式

同
窓
会
入
会
式
　
山
田
祐
貴
子
さ
ん

高
校（
３
月
１
日
）益
田
学
さ
ん
　

中
学
校（
３
月
１２
日
）千
田
敦
子
さ
ん

小
学
校（
３
月
１８
日
）道
城
牧
人
さ
ん

● 

関
東
支
部
同
窓
会

　
９
月
２９
日（
土
）

　
３
年
に
１
度
、「
関
東
支
部
同
窓
会
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。
学
園
で
の
総
会
に
集

ま
り
に
く
い
関
東
在
住
の
人
に
も
、「
同
じ

母
校
を
卒
業
し
た
仲
間
」と
し
て
会
を
設

け
て
い
ま
す
。
本
部
の
役
員
か
ら
も
多
く

出
席
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
、３
年
後
で
す
。

● 

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
デ
ー

　
１０
月
２８
日（
日
）

　「
同
窓
会
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、「
同
窓
会
グ
ッ

ズ・
甘
酒
」を
販
売
。
こ
の
日
は
、多
く
の
卒

業
生
の
出
店
が
あ
り
ま
す
。
店
は
５
０
店
舗

余
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
半
数
以
上
の
お
店

で
卒
業
生
に
出
会
え
ま
す
。
役
員
の
中
に
も

お
店
を
出
し
て
い
る
方
が
多
く
い
ま
す
。

　「
２
０
１
８
年
度
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
デ
ー
」は
、

同
窓
会
会
長
筈
井
昌
彦
委
員
長
の
も
と
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

デ
ー
委
員
会
」

の
会
議
に
は
学

園
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同

窓
会
の
代
表
者

が
出
て
い
ま
す
。

● 

２
０
１
７
年
度
後
期
同
窓
会
総
会

　
８
月
１１
日（
土
）

Ⅰ
部
／
議
事（
行
事
報
告
、次
年
度
行
事
計

画
案
・
会
計
決
算
、次
年
度
予
算
案
・
役
員

案
な
ど
）

Ⅱ
部
／
卒
業
生
に
よ
る
記
念
公
演「
テ
ル
ミ
ン

と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
調
べ（
佐
藤
望
さ
ん
・
高
47

回
）」

※

今
回
は「
Ⅲ
部
の
懇
親
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

（
毎
年
は
懇
親
会
を
し
て
い
ま
す
）

● 

学
園
管
理
職
と

　
　
　
同
窓
会
役
員
会
の
懇
親
会

　
８
月
１１
日（
土
）

　
総
会
後
、学
園
前『
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ  

N
I
C
O
』に

於
い
て
。
先
生
方
と
同
窓
会
役
員
で
忌
憚
の

な
い
意
見
を
交
わ
す
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
こ
の
会
は
飲
酒
は
あ
り
ま
せ
ん
）

● 

定
例
役
員
会

（
２
ヶ
月
に
一
回
、学
園
施
設「
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

オ
フ
ィ
ス
」に
て
会
合
）

２
０
１
８
年
は
２
、４
、６
、８
、１０
、12
月
に

開
催
し
ま
し
た
。

井
上
　
晴
絵
さ
ん
（
高
校
3
年
生
）

国
際
交
流
部
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ヴォーリズ学園同窓会は、会員の皆様のご理解とご協力のもと活動しています。今年度より任期を改正し、新たな気持ちで議事
を進め、同窓会として活動して参りました。２０１７年度は慣れないところもあり、皆様にご不便をおかけしたことも多くありました
が、ご理解ご協力を得ながらお陰様で事業を終えることができました。同窓会の基本活動方針の主たる目標として次の（１）、

（２）（３）を掲げております。各部会の前期の活動報告をいたします。
（１）学園への施設・設備に対する援助　（２）同窓会に対する情報提供等サービスの充実　（３）同窓会活動の活性化　　

２０１7年度後期事業報告

（１）クリエイティブ部　　立岡　希夫
　● 各学年及び各クラスで実施する同窓会への援助（６件）
　● 卒業記念品（ノート〈一部ペーパーウエイト〉・付箋・エコバッグ）贈呈　
　　　　　　　　　　（小学校20・中学校175・高校330）
　●同窓会グッズの販売
　● 新同窓会旗コンペ企画により制作

（２）同窓会報部　　田中　康博
　●2018年3月会報第43号発行
　●2017年度前期同窓会総会案内はがきの発送
　　　　　　　　　　　 （総会2017/8/6開催）
　●同窓会ＨＰ・ＦＢをリニューアル　更新・管理（川森勇次氏）

（３）プレイグラウンド部　　大野　るり子
　活躍する卒業生・在校生の応援・支援
　●在校生の活躍（全国大会出場クラブ）において、祝金を贈呈（１７件）
　●天華えまさん（宝塚歌劇団）の応援活動に（世話人として）支援

（４）学園との連携事業部　　三原　康郎
　●学園管理職との懇親会（2017/8/6前期）
　●ヴォーリズデー委員会において外部出店依頼作業
　●ヴォーリズデーの参加
　●小・中・高等学校卒業式に来賓として出席

（５）組織づくり部　　小西　勉
　●2017年8月6日（日）2017年度前期同窓会総会を開催
　●2ヶ月に一度の定例役員会、その他（忘年会など）

（６）ヴォーリズ・満喜子顕彰部　　松宮　貢
　●ヴォーリズ精神継承委員会団体会員として協力・支援（最終）
　●ヴォーリズ記念音楽会協賛

ヴォーリズ学園同窓会会員総数
（２０１８年３月３１日現在）

上記の数は各校園別の卒業生延べ総数です。学園同窓会会員数
として、重複している方々がいます。また、高校については女学校と
重複している方と単位制では秋に卒業の方がいらっしゃいますの
で、事業報告での卒業生を単純に加算することはできません。会員
数として小学校・中学校・高等学校を加算しています。

計                            　　２２，６７８名

近江兄弟社小学校同窓会会員………………１，７８１名
近江兄弟社中学校同窓会会員………………５，４７４名
近江兄弟社高等学校同窓会会員……………１１，３４２名
近江兄弟社高等学校定時制部同窓会会員……　４９３名
近江兄弟社女学校同窓会会員…………………１１５名
ヴ近江兄弟社幼稚園同窓会会員…………… ３，４７３名

2018年度事業計画

　同窓会は、会員の会費により成り立っている任意団体です。
皆様への感謝と共に、今後のご理解・ご協力もよろしくお願い
します。
　同窓会の基本活動方針の主たる目標として次の（１）（２）

（３）を掲げます。
　（１） 同窓生の繋がり。情報提供等サービスの充実
　（２） 学園との繋がり。学園への支援や行事に関する連携。
　（３） 在校生との繋がり。在学生への支援・応援など。

（１）クリエイティブ部　　　部長　立岡　希夫
同窓生サービスの為の事業

（１）各学年、クラスでの同窓会の開催補助
（２）卒業生（小中高）へ卒業記念品・グッズを企画・制作・贈答
（３）同窓会グッズの企画・制作（一柳満喜子没５０周年と関連して）

（２）同窓会報部　　　部長　田中　康博
（１）名簿データ管理の継続。（株）サラトに委託
（２）ヴォーリズ学園同窓会ＨＰ・フェイスブックの更新

　　　　　   （ＨＰ・ＦＢ共に川森勇次氏のもと更新）
（３）学園広報誌において「同窓会より」に掲載（2018年9月発行）

　　  同窓会報「神の国」の発行 2019年3月 44号発行　
　　  同窓会総会・関東支部同窓会の案内はがきの郵送（7月15日 発送済）

（３）プレイグラウンド部　　　部長　大野　るり子
（１）活躍する卒業生・在校生の応援・支援
　  ・同窓会ＨＰ，ＦＢ，会報などによる卒業生の紹介。
　  ・ＨＰでの卒業生の店やライブなど広告掲載（募集の上契約）

（４）学園との連携事業部　　　部長　三原　康郎
（１）学園管理職と役員との懇親会
（２）ヴォーリズデーへの参加（今年度は同窓会会長が委員長となる）
　 ・ヴォーリズデー委員会に出席。企画・進行

（３）小・中・高等学校卒業式に来賓として出席

（５）組織づくり部　　　部長　小西　勉
（１）学園同窓会総会の開催
　 （次年度より6月1日以降の開催）

（２）関東支部同窓会の企画・実施
　 （関東支部開催代表に浅居正信氏をおく）

（３）２か月に１度の役員会の開催
（４）女学校、高等学校定時制部との懇親（学園と連携して）

（６）ヴォーリズ・満喜子顕彰部　　　部長　松宮　貢
（１）ヴォーリズ記念音楽会については
　  奇数年開催となるので今年度はなし

（２）学園史編纂室事務局のＨＰ掲載（事務局長：檜山秋彦氏）

２０１8年度 同窓会役員

中島　　薫　 小２２　 森田　一生　高２７　 安川　千穂　高３５
衛藤 久美子　高３０　 深尾　敏子　高３０　 服部　佑香　中５４
西村　和樹　高５８　 池田 恵美子　高５２　 保知　一樹　高６０
飯田　安津　高５４　 八田　和晃　高５５　 植田　　絢　高５６
岡田　和香　高６１　 佐藤　理恵　中４９　 坪田　達也　高５８
井上 雄一郎　高６３　 冨永　　舞　高５０　 猪田　英里　高６２
八木　美樹　高６４　 杉本　直美　幼６１　 小林　加奈　高６４
橋本 真奈美　高５９  那須 早矢加  高６１　 西堀　結衣　高６２
橋本 沙也佳　高６３　 吉岡 奈那子  高６１　 矢羽野　楓　高６４
東森　伯美　幼７２　 小山　高介   中５８　 三谷 麻理子　高５６
衛藤　　聡　高５７　 下柳田 由希  高６１　 井上　　哲　高６４
山口　知華　高６３　 吉井　昭子　高４０　 川村　洋子　高４６
太田　香織　高５９　 高橋　伶奈　高６６　 　本　陽香　高６０
寺田　　遼　高６１　 上田　純子　高５１　 田中 菜津美　高５７
角　　翔太　高６４　 住谷　　萌　高６７　 駒井　麻穂　高６３
清水　由子　高４１　 野口　愛美　高６６　 田井中 愛梨　高６３
青木 香麻利　高３３
山中　昭美　高３３
道城　康代　高４４　 山本　典子　高４７
西川　　愛　高４０
梅本　彩加　高５８

顧　問

会　長
副会長

会計監査

役　員

学内役員
（学園職員）

副事務局長
事務局長

事務局
会　計
事　務

桃井　一至　 高３７　久野　智行　高４７　 増田　智美 　高５６

各校園部長

関東支部補佐
関東支部長

関東支部担当

近江兄弟社幼稚園
小学校
中学校

高等学校
女学校・高校定時制

増田 ひとみ　 幼３８
檜山　秋彦　中１１
徳永　久志　中３２
武倉　克晃　 高６
川添　洋子　定１２
河野　　悠　高１４
浅居　正信　高４１

長谷 川郁子　高５　  宇野　優邦　 高９　 池田　健夫　 中１１
益田　　学　高１５
筈井　昌彦　高１６    
小西　　勉　高２５  田中　康博　高２６　  大野 るり子　 高２８
立岡　希夫　高３２  松宮　　貢　中３４　  三原　康郎　高４０
大原　義彦　中２６　 本村　隆行　高３３  

　　　友子　 幼　　 嶋影　淳子　 中１８　 田中　浩一　 高９
東森　俊之　高１５　 三崎　清治　 中３０　 佐藤　弘明　 高１５
淵上　清二　高１８　 雁行　隆司　 中４５　三崎　圭三　 中３２
馬場　啓壮　高３０  新家　美静　高３３　堀川　徳子　 中４７
川森　勇次　高４０　 松山　敦司　 高４０  道城　牧人　 中４８
長尾　令子　高４１　 足立 看菜子　高４１　今井　久文　 高４０
川嶋　勇次　高４１  山田 祐貴子　高４２　小井 ひとみ　 高４３
南　　雅樹　高４０　 千田　敦子　高４３　 中島 左和子　高４４
堀井　規弘　高４８　 下村　　愛　高４４　 岸田 真由紀　高４７
濱田　和典　高４４　 八木　陽子　高４５　 徳永　洋子　 高３８
櫻井　順子　高４７　 冨田　朋代　高４７　 武村　清秀　 高３８
伊藤　幸代　高４９　 松永　圭子　幼５１　 徳田　　望　 高２６
大上 佐和子  小２７  髙井　　傑　高４７

役　職　　　　氏　名   　 卒・回 　　氏　名 　　 卒・回 　　氏　名 　　 卒・回
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第１章　総則
第１条　本会はヴォーリズ学園同窓会と称し、その事務局を 　
　　　ヴォーリズ学園内に置く。
第２条　本会はヴォーリズ学園の精神に基づき会員が協力して
　　　会員相互の福祉を増進し、母校の発展を図ると共に会
　　　員相互の連絡を密にし、親睦をはかることを目的として、
　　　下記の事業を行う。
　（１）名簿・会報の発行
　（２）講演・懇談会その他の会合の開催
　（３）母校の諸行事への賛助
　（４）その他本会の目的を達成するために必要な事業

第２章　会員
第３条　本会は下記の会員からなる。
　（１）普通会員：ヴォーリズ学園（こどもセンター、小学校、中学　
　　　校、高等学校、同定時制部おび女学校）を卒業した者
　　  ※こどもセンターについては、2015年度までの園児とする。
　（２）特別会員：本学園の教職員および旧職員

第３章　役員・事務局
第４条　本会に下記の役員・事務局を置く。
　（１）会長：１名
　（２）副会長：各事業部長
　（３）事務局長：１名
　（４）副事務局長：１名
　（５）会計：１名
　（６）役員：学外役員及び学内役員
　　  （学内役員は学園に勤める職員）
　（７）監査：２名
　（８）事務局：若干名（事務局長・副事務局長・会計を含む）
第５条　役員の任務は下記による。
　（１）会長は会務を統轄し、本会を代表する。
　（２）副会長は会長を補佐し、会長に事故のあるときはその職
　　　務を代行する。
　（３）事務局長、副事務局長および会計は会務を分掌する。
　（４）役員は会長の諮問に応ずる外、会員を代表して事業の
　　　企画運営にあたる。
　（５）監査は本会の会計等の監査にあたり、その結果を総会に
　　　報告する。
第６条　役員の選任は下記による。
　（１）会長・副会長は役員会において選出し、総会で定める。
　（２）事務局長、副事務局長、会計および監査は会長が委嘱する。
　（３）役員は第４章に定める部会長、支部長および事業部長　
　　　と、会長が委嘱する者とする。
第７条　役員の任期は下記のように定める。
　（１）役員の任期は２年とし、重任をさまたげない。

第４章　部会、支部および事業部
第８条　本会には次の部会、支部および事業部を置く。
　（１）部会：こどもセンター部会、小学校部会、中学校部会、高
　　　等学校部会、高等学校定時制部会および女学校部会
　（２）支部：関東支部
　（３）事業部：クリエイティブ部、会報部、プレイグラウンド部、学園

　    との連携事業部、組織づくり部およびヴォーリズ・満喜子
　    顕彰部
　    また、年度において臨時の事業部を置くことができる。
第９条　部会、支部および事業部にはそれぞれ部会長、支部長
　　　　および事業部長を置き、兼務を妨げない。
第１０条　部会、支部および事業部の設立および廃止に関する
　　　　 ことは役員会において定める。

第５章　総会および役員会
第１１条　総会は本会の最高会議とし、原則として毎年８月
　　　　 に開く。
　２．会員５０名以上の要求があった場合、または役員会が必　
　　要と認めた場合、会長は臨時総会を招集することがで　
　　きる。
　３．総会の定数は役員の２分の１以上とし、議決は出席者の過
　  半数をもって成立する。
　４．総会の開催においては、準備委員（３６歳、４８歳、６０歳　
　　の代表）を置き、準備委員会を設ける。
第１２条　役員会は必要に応じ開催し、やむを得ない時は役員
　　　　 会の決議を以て総会の決議に代えることができる。
　　　　 ただし会長は次の総会においてこれを報告し、その   
             承認を求めなければならない。
　２．役員会の定数は１０名以上とし、議決は出席者の過半数　
　　をもって成立する。

第６章　顧問
第１３条　本会に顧問若干名をおくことができる。
第１４条　顧問は会長が委嘱する。
第１５条　顧問は会長の諮問に応じ、各種会議に参加する。
第１６条　顧問の任期は特に定めない。

第７章　会計
第１７条　本会の経費は入会金、会費、寄付金およびその他の
　　　　 収入を以てこれにあてる。
第１８条　入会金は入会の時に納める。
第１９条　会費は終身会費および年次会費とする。ただし、年次
　　　　 会費５回相当分を以て終身会費とする。
第２０条　入会金および会費の額は役員会で定める。
第２１条　本会の会計年度は６月１日に始まり、５月３１日に終る。
第２２条　部会、支部会、クラス会等開催する場合は本会から
　　　　 補助金を交付し、その場合、事務局に原稿を以て同
　　　　 窓会の報告をするものとする。但し、補助金につい
　　　　 ては、５～９名（3,000円）、１０～３９名（5,000円）、
　　　　 ４０名以上（10,000円）とする。

付則
第２３条　この会則の改正は役員会の決議によって行い、会長
　　　　 が定める。

ヴォーリズ学園同窓会会則

制定：１９７０年４月１１日
改正：１９９０年２月　４日
　　 １９９８年５月２５日
　　 ２００１年３月２４日
　　 ２０１１年４月２３日

２０１３年２月 ９日
２０１６年４月３０日
２０１７年４月２２日
２０１７年８月 ６日

入 会 金：  ５，０００円
年次会費：  ３，０００円
終身会費：１５，０００円

　１０月２８日（日）、晴天の下、ヴォーリズデーが盛大に行わ
れました。「同窓会コーナー」には、朝早くから卒業生の方
たちが途切れることなく足を運んで来られました。
　大学生になった卒業生からも、『同窓会コーナー』なの
で、もっと皆が集まれる場所になっているかと思いました」と
いう声をいただき、皆さんがゆっくり出会える場所を用意す
るべきかと、考えています。大先輩方からは「椅子が少なく
て、ゆっくり食べたり、座ったりする場所がなかなか見つけら
れない」との要望もありました。せっかく「ホームカミング
デー」としていますので、反省を生かし、同窓会からも声を
上げていきたいという総括をいたしました。 10/29sun

Vories Day

ヴ ォーリズデー

　もうすぐ新元号に変わる。２０２０年には東京オリンピックが、２０２５年には大阪万博が開催される予定。日本には多くの観光客が訪れ、
活気あふれることまちがいない。この様々な転機を生かして、学園に関わる人たちが元気な日々を送ってほしい。
　しかし、若い学生たちは、一日の殆どを学校の中で過ごし、実際にいろいろな人と関わったり社会と関わったり、そんな機会が少な
いと言う。ニュースでは、若者が少なくなり、先が暗いことを多く聞かされている。
　若い人たちが前向きに生活をし、こんな大人になっていきたい、という夢を与えるのは、大人の役目なのかもしれない。若い人にも
同窓会に足を運んで（大）先輩の活力と触れあってほしい。元気な時も、疲れた時も、同窓会に来たら何かが見つけられる、癒やされる。
そんなヴォーリズ学園の同窓会に、一緒にしていきませんか。

編 集 後 記
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国際交流 記念コンサート

学園同窓会ホームページに広告を載せませんか？　職種は
問いません。コンビニや駅売店などに置いてあるフリー
ペーパーに載っているように、多くの人に宣伝を出したい
方、お待ちしています。
　１年間の掲載で６，０００円。半年で３，０００円です。（９月
以降値段を改定しました。）コンサートなど単発のお知らせ
は無料で出します。詳細は、同窓会事務局までおたずねく
ださい。※但し、掲載には一定の審査があります。

　会費納入ありがとうございます。宛名表紙裏の振込用紙
を切り取ってご使用ください。同窓会員の増加に伴って管
理、活動費なども多く必要となっています。ぜひ、同窓会活
動費、母校への応援として会費納入をお願い致します。詳
細につきましては、振込用紙に記しております。よろしくお
願い申し上げます。
　振込はゆうちょ銀行・滋賀銀行で扱っております。滋賀
銀行の場合には手数料が自己負担となりますので、ご承知
ください。

　終身会費 １５，０００円
　年次会費   ３，０００円  但し、５回納入で終身会費に切り替えます。

※振込用紙控えを領収書としております。便宜上、会費納入
　済みの方にも振込用紙を同封しております。ご了承ください。

　クラス、学年、クラブごとなどの同窓会を開催される場
合に同窓会より補助をしています。クラス、学年単位に限
りまして開催案内のためのタックシールを提供していま
す。学園の窓口での申請が必要ですが、遠方の場合は電
話で受け付け、確認次第郵送しています。同窓会開催後、
補助金申請書と共に報告（４００字以内）と写真をお送りく
ださい。同窓会報に掲載させていただきます。

補助金額： 5～9名 3,000円
    10～39名  5,000円
    40名以上  10,000円

申請条件： 
 1.同窓会を行ってから3ヶ月以内の申請であること。
 2.参加人数が1クラスあたり５名以上の規模であること。 
 3.かかった費用が1万円以上であること。
 4.会報に写真と感想文を掲載させていただくこと。
  （ただし、紙面の都合で次回まわしや部分カットをする場合

　　　 があります）

 5.添付書類
  ・会場費等領収証のコピー（費用が１万円以上であるこ

　　　との証明） 

  ・会報に載せる記念スナップ写真１枚および感想文
　　　400字以内（できればデータをCDに入れて提出してく

　　　ださい。いただいた原稿は返却できません。）

  ・開催にあたり連絡した対象者名簿（名簿管理にのみ利

　　　用します）

お問い合わせ：
所定の申請書に詳細を記入後、添付書類とともに、郵送あ
るいは下記の学園事務局へ直接提出してください。

会費納入のお願い同窓会の補助申請

Tel. 0748-32-3444　Fax. 0748-32-3974

〒523-0851 滋賀県近江八幡市市井町177
　　　　　　 ヴォーリズ学園同窓会宛

担当者 ： 堀井 ・ 山中・青木

同窓会事務局 連絡先

同窓会ホームページに広告を載せませんか？

第17回  近江兄弟社中学高等学校
吹奏楽部定期演奏会

ご案内
information

　いつも吹奏楽部の活動を応援いただきありがとうございます。
今年も中学高校の吹奏楽部が合同で演奏会をさせていただくことになりました。今年は新しい試みとし
て、現在第一線で活躍中の若手ナンバー１チューバ奏者をお招きしてソロを吹奏楽と共演していただ
きます。なかなかチューバのソロは聴けないので楽しみです。年度末の慌ただしい時期ですが、1年間
の吹奏楽部の集大成を見届けていただけると幸いです。

日　時　　2019年3月31日(日)   13:00開演（12:30開場）
場　所　　近江八幡市文化会館大ホール　　　入場料　　無料
曲　目　　オペラ座の怪人、塔の上のラプンツェル・メドレー、ディープパープルメドレー他
ゲスト　　北畠真司（オオサカ・シオン・ウインドオーケストラチューバ奏者）
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